（タイトル案）
『これだけで無限に稼ぎ続けられる　副業ネタの作りかた』（仮）

（キャッチコピー案）
· YouTube, X, Instagram, note…… 何にでも応用できて一生役に立つ最強のノウハウ
· 小手先のテクニックではなく、本当に「稼ぐ」ための副業のはじめかた
· Instagramで収益化？ noteで売上1000万？ でも、肝心のネタが何もない……。
· 今まで誰も教えてくれなかった、もっと根本的な「ネタ作り」の考え方
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（目次案）
はじめに：一億総クリエイターの時代　——乗るしかない、このビッグウェーブに。

第１章　いま、真に考えるべき「副業のスタート地点」
· AI時代に生き残るのは、個人のコンテンツ
· せどり、スキマバイト、スキルシェア副業では、すぐに限界が来る
· 「過去の経験をコンテンツにして売る」無敵の錬金術
· すべてに共通するのは、ネタ作りのプロセス
· 「動画編集のやり方」「サムネの作り方」「顔出しすべきか」なんてどうでもいい
· コンテンツさえあれば、副業収入＝月100万円も夢ではない
· プラットフォーム選びは、二の次でいい
· YouTube、SEOブログ… アルゴリズムとの戦いは終わらない
· X記事の台頭で、noteはオワコン化するかも
· Voicy炎上騒動から見るプラットフォームリスク
· フォーマットは、コンテンツの性質に合わせて、得意なものを選ぶ
· コンテンツを確立した人だけが、永遠に稼ぎ続けられる

第２章　自分だけの「売れるコンテンツ」の考え方
· ＡＩ時代に重要性を増す、一次情報の価値
· 「売れる一次情報」と「個人的な日記」の違い
· 過去のあなたの体験談が、どこかで泣いている誰かを救う
· 何もネタがないのではなく、ネタの作り方を知らないだけ
· 転職、読書、子育て、旅行、カフェ巡り…… 生活の中にネタは無限にある
· 営業力、調整力、部下との接し方…… その情報を求めている人がいる
· いままで悩み続け、深く考えてきたこと ＝ 宝の山
· どうしても、ネタが思い浮かばないときは……
· 令和ロマン、ロングコートダディ、レインボーに学ぶ「土俵選び」の心得
· ブルーオーシャンではなく、あえてレッドオーシャンを選ぶべき理由
· 失敗する人の特徴は「あきらめが早い」「他人のマネをする」「自分語りをしがち」
· ベンチマークはしてもいいが、競合調査はしなくていい

第３章   凡人のためのコンテンツ制作理論
· 「素人の体験談」をお金に換える、唯一の方法
· 心のなかに「ディフェンスに定評のある池上」を飼え
· ズバ抜けた才能がある人や、スゴイ立派な経歴の人だと、逆に稼げない
· 「何を言うかではなく、誰が言うか」を逆手に取る
· 過程を売るのではなく、結果を売り込んだ方がコンテンツは強くなる
· 誰かのパクリではなく、置き換える／取り入れるとうまくいく
· 好きなことで稼ぐのが、結局は最強
· 世の中には、お金を出してでも欲しい情報と、そうじゃない情報がある
· 大事なのは、「差別化」ではなく「エンタメ化」
· 誰でも知ってる普通の話。でも、まだ知らない人は知らない話。
· 無料コンテンツと有料コンテンツの使い分け
· あえて「言わないこと」を作っておく理由
· n=1で構わないし、根拠やデータなんてなくてもいい
· 「別に言うまでもない当たり前のこと」が意外と大きな価値になる
· ＡＩは、ネタ作りではなく「リサーチ」と「ブラッシュアップ」に使う

第４章　「集客」さえできれば、すべてうまくいく
· 本気で稼ぎたいなら、SNSからは逃げられない
· コンテンツ＋集客を仕組み化すれば、1日30分の努力で食べていける
· Ｘでバズらないならnoteは売れないし、インスタでバズらないならYouTubeでは稼げない
· フォロワーは多くなくていい。ただし、毎日発信は必須
· プロフィール情報やタイトルを考えている暇があるなら、SNS投稿をもっと増やす
· SNSフォロワーの増やし方は、すでに確立されている
· アルゴリズムは大事だけど、本質ではない
· 炎上とアンチコメントに、どう向き合うべきか
·  「相互フォロー」「いいね周り」は完全に逆効果
·  有料コンサルや攻略セミナーには課金しなくて大丈夫
· とりあえず、「SNS：1日５投稿」からはじめよう

第5章　個人ビジネスを持つインパクト
· プラットフォームの複数化と乗り換え
· 「ネタが尽きる」心配はしなくていい
· 派生ビジネスで、さらに収益力を高める
· 強いコンテンツを持つ人には、次々に仕事が舞い込む
· C2Cから始まり、B2C, B2Bビジネスへ発展させていく
· 会社の看板ぬきで、個人の力でお金を稼ぐことの重要性
· ＡＩ時代とは、まさに「個の時代」である
· 副業から独立、定年退職とセカンドキャリア
· 物価高と増税の時代に、資産を守る方法
· 給与天引き思考から脱却し、「経費」の概念を学ぶ
· マイクロ法人を作れば、手取りが大幅に増えていく
· サブスクを極めれば、サイドFIREも見えてくる
· 今日からあなたも、コンテンツクリエイター

おわりに：副業で稼ぐために、絶対に忘れてはいけないこと


